
1

企業インテリジェンスの戦略的共有を実
現するSASポータルソリューション
SAS® Information Delivery Portal
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株式会社SASインスティチュート　ジャパン
マーケティング本部
プロダクトマーケティング部
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SASインテリジェンスレイヤーSASインテリジェンスレイヤー

SAS Solutions & Technologies

Enterprise Performance 
Management Solutions

Supplier Relationship
Management Solutions

Financial Management Solutions
IT Management Solutions
Human Capital Management Solutions
Quality Improvement
Risk Management

Customer Relationship 
Management Solutions

基幹系システム
�　データへのアクセスとデータ収集
�　蓄積（情報系DBの構築）
�　加工・分析
　　（OLAP、クエリ＆レポーティング、データマイニング、統計解析）
�　配信（Webクライアント、SASクライアント・・・・）
�　エンドユーザ向けGUI
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情報過多情報過多

今日の企業やそこで働く人々は、情報の過
多に苦しんでいます。

分散する情報と人材分散する情報と人材

� 市場が国内から世界的な市場へと移行

� データやアプリケーションは地理的に分散

� 情報を必要とする人（情報の消費者）は地理
的に分散しているだけでなく、外出している
場合も多いという問題もある
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� 意思決定が必要な情報・意思決定に役立つ情報を
得るために、分散するネットワーク上をあちこち探
し出さなければならないのが現状

� あきらかに時間のかかる作業であり、有益な意思
決定が下せる保証もない

インターネットとイントラネットインターネットとイントラネット

有益な意
思決定は
可能？

� 迅速に必要な情報を探し出し、その情報を、
必要な人に、望まれる方法で、必要なときに
配信するにはどうすればよいのか

“社内・社外に関わらず、適切な人物であれば、

情報は、適確なフォーマットで必要なときに、適
切な場所にいつでも入手可能な状態でなけれ
ばならない。

これが実現できなければ長期的には存続の危
機であるとさえいえる”

Source: Butler Group research notes - Sept 2000

企業の挑戦企業の挑戦
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EIP日本市場予測EIP日本市場予測

� 2003年にグループウェア市場を超える

� 2005年に約385億円
野村総合研究所・マイクロソフト調べ

企業ポータルに求められる最低限の機能企業ポータルに求められる最低限の機能

�必須の機能
� パーソナリゼーション

� クラシフィケーション

� セキュリティとアクセスコントロール

� コンテンツの抽出と集約
� Web ベースの参照および配信

� コラボレーションとディスカッション

� 職種/専門技術のマッピング

�その他の機能
� BI指向の分析機能

� アプリケーションインターフェースまたはコンポーネントプレゼンテー
ション

� インターネットサイトの活用

� 個人のソースとして保管されたコンテンツへのアクセス
� レポジトリ サービス

� プロセスマネージメント機能

� カレンダー・スケジュール機能

� 情報配信におけるプッシュ型の機能

METAグループによる定義
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パーソナライズパーソナライズ

� ブラウザ上でエンドユーザが簡単にパーソナライズ可能

ポータル導入の理由ポータル導入の理由

� 情報の全社的かつ効率的な配信・共有

� プロジェクトやグループ内でのワークシェアリング

� コンテントおよび情報の管理

� エンタープライズアプリケーションとの統合

� ポータルを活用したカスタマーサポート

� ポータルを活用した、パートナーや調達先のサポート

� 管理機能の向上（インターネット）

� トレーニングコストの削減
Butler Group Research
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情報の全社的かつ効率的な配信・共有情報の全社的かつ効率的な配信・共有

� 外部のニュースソースから得る情報

� 社内的なニュース　

　　などなど・・・・・

情報の全社的かつ効率的な配信・共有情報の全社的かつ効率的な配信・共有

� 市場のトレンドを見るための外部のニュースソース

� 社内の状況を把握するための社内ニュース

　　＋
� 企業の実データを使用して適確に分析を行う（現状把握）

� 蓄積された実データをもとにした、フォーキャスティング（将来的な可能性の予
測）

� 実データから得たインテリジェンスをもとに、次にとるべ
き行動・対策を考え、アクションを起こす

適材・適所に迅速に情報配信を行い
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Data Warehouseとの連携Data Warehouseとの連携

� Data Warehouseに蓄積された情
報を企業規模で的確に共有
� 静的レポート

� 動的レポート

� アドホックレポート

他のソリューション・製品との連携他のソリューション・製品との連携

� Supplier Relationship Management Solutionな
どなど、SASの提供するソリューションとのシーム
レスな連携が可能

� SASシステム、Enterprise Guide、Enterprise 
MinerなどのSAS製品から、分析結果のパブリッ
シュ（発行）が可能
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配信者配信者

情報情報
ProducerProducer

Webチャネルを活用したパブリッシュ/サブスクライブWebチャネルを活用したパブリッシュ/サブスクライブ

情報
Consumer

購読者

チャネル

・権限管理
・カテゴリ定義

配信者配信者

情報情報
ProducerProducer

Webチャネルを活用したパブリッシュ/サブスクライブWebチャネルを活用したパブリッシュ/サブスクライブ

営業営業

チャネルチャネル

マーケティングマーケティング

チャネルチャネル

経理経理

チャネルチャネル

人事人事

チャネルチャネル

DB
DB

DWH

データの抽出

レポート作成
チャネルへの発行

情報
Consumer

購読者
営業部門
エンドユーザ

情報
Consumer

購読者
人事部門
エンドユーザ

マーケティング部門
エンドユーザ

情報
Consumer

購読者

ポータルにアクセス

マーケット情報

営業レポート

人事情報

財務レポート
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SAS Server

ポータル利用者ポータル利用者

意思決定ポータル

社内分析者社内分析者

チャネルチャネル
Enterprise GuideEnterprise Guide

APAP開発者開発者

AppDevStudioAppDevStudio

DB
DB

DWH

システム部門開発者

含まれるコンポーネント含まれるコンポーネント

エンドユーザ
Information Delivery Portal 
Web Application

JSP

レポート購読レポート購読

IOMサーバ

分析者

レポート配信レポート配信

DEMO　DEMO　

SASジャパン銀行ポータルサイト

コーポレートアナリスト
分析者

松本有紀

高橋洋一郎
中野支店長

高木雅弘
中央支店長

遠山隼人
港支店長

細川忍
東京地区担当本部長

平尾正裕
大阪支店長

仲佐美紀
ニューヨーク支店長

鈴木智恵
ロンドン支店長

福間岳
システム管理部

アプリケーション開発者

副頭取
安藤秀太朗

頭取
ショーン堀

Phil Beniac
社長 ポータルユーザ

サブスクライブ

分析者
パブリッシュ
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事例事例

SASのポータルは社内での情報共有

に大きな改革をもたらしました。繊細な
情報に対する、迅速かつセキュアなアク
セスが、低コストで実現したのです。

Romain Petit, director of corporate 
business analysis, Bureau Veritas

“
”

SASのポータルは、顧客へのさら

なる価値の提供を可能にすることで
、我々に競合力を与えてくれました。

“
”
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